
品 名：90002_940305_020_03_ＤＣインデックスバランス（株式40）_941855.docx 

日 時：2022/12/16 12:52:00 
ページ：1 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

  

 

  

 
 

運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「ＤＣインデックスバランス（株式40）」は、2022年11月７日に第20期の決算を行ないましたので、期
中の運用状況をご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 2002年12月10日から原則無期限です。 

運 用 方 針 主として投資信託の受益証券に分散投資を行ない、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 

ＤＣインデックスバランス（株式40） 投資信託の受益証券を主要投資対象とします。 

日本株式インデックスＴＯＰＩＸマザーファンド わが国の金融商品取引所上場株式を主要投資対象とします。 

海外株式インデックスMSCI-KOKUSAI（ヘッジなし）マザーファンド 日本を除く世界各国の金融商品取引所上場株式を主要投資対象とします。 

日本債券インデックスマザーファンド わが国の公社債を主要投資対象とします。 

海外債券インデックス（ヘッジなし）マザーファンド 内外の公社債を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

ＤＣインデックスバランス（株式40） 
株式への実質投資割合は、信託財産の総額の70％未満とします。 

外貨建資産への実質投資割合は、信託財産の総額の50％以下とします。 

日本株式インデックスＴＯＰＩＸマザーファンド 株式への投資割合には、制限を設けません。 

海外株式インデックスMSCI-KOKUSAI（ヘッジなし）マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

日本債券インデックスマザーファンド 外貨建資産への投資は行ないません。 

海外債券インデックス（ヘッジなし）マザーファンド 外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。 

ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。 
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ＤＣインデックスバランス（株式40） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 合成インデックス 

株  式 
組入比率 

株  式 
先物比率 

債  券 
組入比率 

投資信託 
証  券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（参考指数） 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

16期(2018年11月６日) 18,653 10 △ 1.9 175.91 △ 2.5 39.5 0.6 54.4 0.2 5,809 

17期(2019年11月６日) 19,472 10 4.4 182.13 3.5 40.1 0.5 54.0 0.3 7,594 

18期(2020年11月６日) 19,700 10 1.2 183.44 0.7 40.0 0.5 54.2 0.2 9,328 

19期(2021年11月８日) 22,083 10 12.1 204.38 11.4 39.5 0.6 54.4 0.2 12,233 

20期(2022年11月７日) 21,615 10 △ 2.1 198.59 △ 2.8 39.7 0.6 54.2 0.2 13,698 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

（注） 合成インデックス（参考指数）は、投資先の親投資信託のそれぞれのベンチマークを標準組入比率で合成して算出しています。なお、

設定時を100として2022年11月７日現在知りえた情報に基づいて指数化しています。 
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ＤＣインデックスバランス（株式40） 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 合 成 イ ン デ ッ ク ス 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ ％ 

2021年11月８日 22,083 － 204.38 － 39.5 0.6 54.4 0.2 

11月末 21,661 △1.9 200.45 △1.9 38.3 0.7 55.4 0.2 

12月末 21,962 △0.5 203.25 △0.6 39.7 0.3 54.5 0.2 

2022年１月末 21,381 △3.2 197.90 △3.2 39.1 0.4 55.1 0.2 

２月末 21,251 △3.8 196.77 △3.7 39.2 0.3 55.0 0.2 

３月末 21,824 △1.2 201.09 △1.6 40.0 0.5 54.2 0.3 

４月末 21,550 △2.4 198.58 △2.8 39.1 0.7 54.8 0.3 

５月末 21,569 △2.3 198.78 △2.7 39.7 0.7 54.2 0.3 

６月末 21,349 △3.3 196.74 △3.7 39.1 0.4 55.0 0.2 

７月末 21,749 △1.5 200.35 △2.0 39.8 0.3 54.6 0.3 

８月末 21,793 △1.3 200.76 △1.8 39.2 0.4 55.0 0.2 

９月末 21,204 △4.0 194.64 △4.8 38.4 0.6 55.4 0.2 

10月末 21,776 △1.4 200.04 △2.1 39.7 0.7 54.3 0.2 

(期  末)         

2022年11月７日 21,625 △2.1 198.59 △2.8 39.7 0.6 54.2 0.2 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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ＤＣインデックスバランス（株式40） 

○運用経過 (2021年11月９日～2022年11月７日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額および合成インデックスは、期首（2021年11月８日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 合成インデックスは当ファンドの参考指数です。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、マザーファンドを通じて、国内外の株式および債券に実質的に投資を行ない、中長期的な

信託財産の成長をめざして運用を行なっております。当期における各マザーファンドの騰落率は以下の通り

です。 

 

 
 

  

期中の基準価額等の推移 
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ＤＣインデックスバランス（株式40） 

当作成期間中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

・新型コロナウイルスの新たな変異株は重症化しにくいとの見解から景気への悪影響は限定的との見方が強

まったことなどが株式に投資するマザーファンドの基準価額の値上がり要因となる一方、ロシアによるウ

クライナへの軍事侵攻が継続し、供給混乱を受けたインフレ懸念の高まりから世界景気の悪化が警戒され

たことや、米国連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）が大幅な利上げを実施し、急激な金融引き締めによる景気後

退への警戒感が強まったこと、欧州中央銀行（ＥＣＢ）が政策金利の引き上げ開始や大幅な利上げの可能性

を示唆したことなどが値下がり要因となりました。 

・南アフリカにおいて確認された新型コロナウイルスの新たな変異株の感染拡大に対する懸念や、ロシア軍

のウクライナ侵攻を受けた地政学的リスクへの警戒感などから、投資家のリスク回避姿勢が強まったこと

などが債券に投資するマザーファンドの基準価額の値上がり要因となる一方、ＦＲＢやＥＣＢなど主要国

の中央銀行が政策金利を引き上げたこと、原油や天然ガスなどのエネルギー価格の上昇を受けてインフレ

の高進が懸念されたこと（期間の初め～2022年６月前半）などが値下がり要因となりました。 

・為替市場で円安／アメリカドル高、円安／ユーロ高、円安／イギリスポンド高となったことが「海外株式イ

ンデックスMSCI-KOKUSAI（ヘッジなし）マザーファンド」および「海外債券インデックス（ヘッジなし）マ

ザーファンド」の基準価額の値上がり要因となりました。 

 

 

（国内株式市況） 

国内株式市場では、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は、期間の初めと比べて下落しました。 

円安／アメリカドル高基調を受けて輸出企業の業績改善が見込まれたことや、政府が新型コロナウイルス

の水際対策で止めていた外国人観光客の受け入れを再開すると表明し経済活動の正常化が期待されたこと、

参議院議員選挙において与党の自民党が単独で改選議席の過半数を確保し、安定的な政策運営が期待された

ことなどが株価の支援材料となったものの、南アフリカにおいて確認された新型コロナウイルスの新たな変

異株の感染拡大が懸念されたことや、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻が継続し、供給混乱を受けたイン

フレ懸念の高まりから世界景気の悪化が警戒されたこと、インフレ抑制のため欧米の主要中央銀行による金

融引き締めの動きが相ついでいることを受けて世界経済の減速への警戒感が高まったことなどが株価の重し

となり、ＴＯＰＩＸは下落しました。 

 

（海外株式市況） 

海外株式市場では、期間の初めと比べて欧米各国の株価は総じて下落しました。 

新型コロナウイルスの新たな変異株は重症化しにくいとの見解から景気への悪影響は限定的との見方が強

まったことなどが株価の支援材料となったものの、ＦＲＢがインフレ抑制のため早期利上げを開始し金融政

策の正常化を加速させるとの見方が広がったことや、ロシアによるウクライナ侵攻を受けたサプライチェー

ン（供給網）の混乱などからインフレの高進が警戒されたこと、ＦＲＢが大幅な利上げを実施し、急激な金融

引き締めによる景気後退への警戒感が強まったこと、ＥＣＢが政策金利の引き上げ開始や大幅な利上げの可

能性を示唆したこと、経済政策シンポジウム（ジャクソンホール会議）においてＦＲＢ議長がインフレ抑制を

優先し利上げを継続する姿勢を強調したことを受けて、金融引き締めの長期化観測が強まったことなどを背

景に、欧米各国の株価は総じて下落しました。 

 

投資環境 
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ＤＣインデックスバランス（株式40） 

（国内債券市況） 

国内債券市場では、10年国債利回りは、期間の初めと比べて上昇（債券価格は下落）しました。 

南アフリカにおいて新型コロナウイルスの新たな変異株が確認され投資家のリスク回避姿勢が強まったこ

とや、ロシア軍のウクライナ侵攻を受けた地政学的リスクへの警戒感が高まったこと、日銀が指値オペを継続

し長期金利の上昇を抑制したことなどから利回りが低下（債券価格は上昇）する局面があったものの、ウクラ

イナ情勢を巡る供給混乱を受けた世界的なインフレの高進が懸念され金利先高観が強まったことや、中国の

上海市が都市封鎖を解除する方針を示し、経済正常化への期待から投資家のリスク回避姿勢が後退したこと、

欧米の主要中央銀行による金融引き締め加速の動きが警戒されたことなどから、10年国債利回りは上昇しま

した。 

 

（海外債券市況） 

海外債券市場では、米国、ドイツ、英国など、各国の10年国債利回りは、期間の初めと比べて総じて上昇し

ました。 

期間の初めから2022年６月前半にかけては、欧州における新型コロナウイルスの感染再拡大や南アフリカ

において確認された新たな変異株の感染拡大に対する警戒感、ロシアによる軍事侵攻などウクライナ情勢の

緊迫化などが利回りの低下要因となったものの、ＦＲＢやカナダの中央銀行など主要中央銀行が政策金利を

引き上げたことや、ＥＣＢが政策金利の引き上げ開始や大幅な利上げの可能性を示唆したこと、原油や天然ガ

スなどのエネルギー価格の上昇を受けてインフレの高進が懸念されたことなどを背景に、各国の10年国債利

回りは総じて上昇しました。６月後半から７月下旬にかけては、ＦＲＢやＥＣＢによる政策金利の引き上げな

どが利回りの上昇要因となったものの、米国や欧州の中央銀行による金融引き締め加速や米国やユーロ圏の

市場予想を下回る景況感に関する指標などを背景に景気後退の可能性が懸念されたことなどを受けて、投資

対象国の10年国債利回りは総じて低下しました。８月上旬から期間末にかけては、ＦＲＢやＥＣＢ、オースト

ラリア準備銀行（ＲＢＡ）など主要中央銀行が政策金利を引き上げたことや、タカ派（金融引き締め的な政策

を支持）的とみなされたＦＲＢ議長や複数のＦＲＢ高官の発言、米国の市場予想を上回る消費者物価指数

（ＣＰＩ）を受けてＦＲＢによる金融引き締めの長期化観測が強まったことなどを背景に、各国の10年国債利

回りは総じて上昇しました。 

 

（為替市況） 

期間中における主要通貨（対円）

は、右記の推移となりました。 
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ＤＣインデックスバランス（株式40） 

 

（当ファンド） 

各資産への投資配分は、実質的な標準組入比率（株式40％、債券および短期金融資産60％）をめどとしまし

た。これらの組入比率の調整にあたっては、各親投資信託の受益証券および短期金融資産への投資比率を標準

組入比率に修正（リバランス）することで行ないました。 

 

 
 

（投資先の各マザーファンド） 

各マザーファンドの運用においては、各マザーファンドがそれぞれに定めるベンチマークへの連動をめざ

して運用を行ないました。各マザーファンドは、ベンチマーク採用銘柄の入替などに対応するため、随時ポー

トフォリオの見直しを行ないました。各マザーファンドが定めるベンチマークは以下の通りです。 

 

 
 

 

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設

けておりません。 

グラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰

落率です。 

 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 

（注） 合成インデックスは当ファンドの参考指数です。 
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ＤＣインデックスバランス（株式40） 

 

分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな

かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第20期 

2021年11月９日～ 
2022年11月７日 

当期分配金 10  

(対基準価額比率) 0.046％ 

 当期の収益 10  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 12,016   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、各資産への投資配分は、実質的な標準組入比率（株式40％、債券および短期金融資産60％）をめ

どとします。これらの組入比率の調整にあたっては、原則として、各親投資信託の受益証券および短期金融資

産への投資比率を標準組入比率に修正（リバランス）することで行ないます。 

 

 
 

（投資先の各マザーファンド） 

当ファンドの投資先である各マザーファンドの運用においては、引き続き、各マザーファンドがそれぞれに

定めるベンチマークへの連動をめざして運用を行なう方針です。各マザーファンドは、ベンチマーク採用銘柄

の入替などに対応するため、随時ポートフォリオの見直しを行なう方針です。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 

 

  

分配金 
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ＤＣインデックスバランス（株式40） 

○１万口当たりの費用明細 (2021年11月９日～2022年11月７日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 33  0.154  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 9)  (0.044)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (19)  (0.088)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 5)  (0.022)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 0   0.001   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.000)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.000)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 0)  (0.000)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.000)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 2   0.008   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 1)  (0.004)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.004)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 35   0.163    

期中の平均基準価額は、21,589円です。  
 

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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ＤＣインデックスバランス（株式40） 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は0.16％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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ＤＣインデックスバランス（株式40） 

○売買及び取引の状況 (2021年11月９日～2022年11月７日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
日本株式インデックスＴＯＰＩＸマザーファンド 450,305 819,622 147,089 274,763 

海外株式インデックスMSCI-KOKUSAI（ヘッジなし）マザーファンド 68,723 273,538 49,312 207,254 
日本債券インデックスマザーファンド 894,360 1,236,556 251,197 349,319 
海外債券インデックス（ヘッジなし）マザーファンド 77,849 200,552 32,363 82,518 

 
 
 

○株式売買比率 (2021年11月９日～2022年11月７日) 

 

項 目 

当 期 

日本株式インデックス 
ＴＯＰＩＸマザーファンド 

海外株式インデックス 
MSCI-KOKUSAI（ヘッジなし） 

マザーファンド 
(a) 期中の株式売買金額 11,419,282千円 52,890,183千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 41,655,482千円 243,136,073千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.27   0.21   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年11月９日～2022年11月７日) 

 

＜ＤＣインデックスバランス（株式40）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜日本株式インデックスＴＯＰＩＸマザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 10 8 121 

 
 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人の発行する有価証券等 
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ＤＣインデックスバランス（株式40） 

＜海外株式インデックスMSCI-KOKUSAI（ヘッジなし）マザーファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 
＜日本債券インデックスマザーファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 
＜海外債券インデックス（ヘッジなし）マザーファンド＞ 

 該当事項はございません。 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三井
住友トラスト・ホールディングス株式会社です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2021年11月９日～2022年11月７日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2021年11月９日～2022年11月７日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2022年11月７日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

日本株式インデックスＴＯＰＩＸマザーファンド 1,850,824 2,154,040 4,154,713 

海外株式インデックスMSCI-KOKUSAI（ヘッジなし）マザーファンド 304,596 324,006 1,402,819 

日本債券インデックスマザーファンド 3,863,811 4,506,974 6,115,963 

海外債券インデックス（ヘッジなし）マザーファンド 470,928 516,414 1,352,024 
 
（注） 各親投資信託の2022年11月７日現在の受益権総口数は、以下の通りです。 

 ・日本株式インデックスＴＯＰＩＸマザーファンド 22,926,701千口 ・日本債券インデックスマザーファンド 35,316,879千口 

 ・海外株式インデックスMSCI-KOKUSAI（ヘッジなし）マザーファンド 59,202,311千口 ・海外債券インデックス（ヘッジなし）マザーファンド 57,628,255千口 

 

  

親投資信託残高 
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ＤＣインデックスバランス（株式40） 

○投資信託財産の構成 (2022年11月７日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

日本株式インデックスＴＯＰＩＸマザーファンド 4,154,713 30.3 

海外株式インデックスMSCI-KOKUSAI（ヘッジなし）マザーファンド 1,402,819 10.2 

日本債券インデックスマザーファンド 6,115,963 44.5 

海外債券インデックス（ヘッジなし）マザーファンド 1,352,024 9.8 

コール・ローン等、その他 703,674 5.2 

投資信託財産総額 13,729,193 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） 海外株式インデックスMSCI-KOKUSAI（ヘッジなし）マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（255,229,529千円）の投資

信託財産総額（256,508,274千円）に対する比率は99.5％です。 

（注） 海外債券インデックス（ヘッジなし）マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（150,879,087千円）の投資信託財産総額

（151,197,734千円）に対する比率は99.8％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1アメリカドル=147.04円、1カナダド

ル=108.73円、1メキシコペソ=7.5183円、1ユーロ=146.05円、1イギリスポンド=166.58円、1スイスフラン=147.53円、1スウェーデンク

ローナ=13.45円、1ノルウェークローネ=14.29円、1デンマーククローネ=19.63円、1ポーランドズロチ=31.1286円、1オーストラリアド

ル=94.61円、1ニュージーランドドル=86.59円、1香港ドル=18.73円、1シンガポールドル=104.46円、1マレーシアリンギット=30.9873

円、1中国人民元=20.4586円、1イスラエルシュケル=41.4917円。 
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ＤＣインデックスバランス（株式40） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年11月７日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 13,729,193,771   

 コール・ローン等 700,503,651   

 日本株式インデックスＴＯＰＩＸマザーファンド(評価額) 4,154,713,931   

 海外株式インデックスMSCI-KOKUSAI（ヘッジなし）マザーファンド(評価額) 1,402,819,650   

 日本債券インデックスマザーファンド(評価額) 6,115,963,753   

 海外債券インデックス（ヘッジなし）マザーファンド(評価額) 1,352,024,579   

 未収入金 3,168,207   

(B) 負債 30,274,813   

 未払収益分配金 6,337,773   

 未払解約金 13,394,300   

 未払信託報酬 10,248,924   

 未払利息 1,047   

 その他未払費用 292,769   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 13,698,918,958   

 元本 6,337,773,682   

 次期繰越損益金 7,361,145,276   

(D) 受益権総口数 6,337,773,682口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 21,615円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は5,539,825,051円、期中追加設定元

本額は1,457,693,934円、期中一部解約元本額は659,745,303円

です。 

（注） １口当たり純資産額は2.1615円です。 
 

○損益の状況 (2021年11月９日～2022年11月７日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      116,480   

 支払利息 △      116,480   

(B) 有価証券売買損益 △  193,026,439   

 売買益 96,733,866   

 売買損 △  289,760,305   

(C) 信託報酬等 △   20,068,600   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  213,211,519   

(E) 前期繰越損益金 1,764,144,873   

(F) 追加信託差損益金 5,816,549,695   

 (配当等相当額) (  5,678,774,020)  

 (売買損益相当額) (    137,775,675)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 7,367,483,049   

(H) 収益分配金 △    6,337,773   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 7,361,145,276   

 追加信託差損益金 5,816,549,695   

 (配当等相当額) (  5,681,070,852)  

 (売買損益相当額) (    135,478,843)  

 分配準備積立金 1,934,585,813   

 繰越損益金 △  389,990,232   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 
 

（注）分配金の計算過程（2021年11月９日～2022年11月７日）は以下の通りです。 

項 目 
2021年11月９日～ 
2022年11月７日 

a. 配当等収益(経費控除後) 176,778,713円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 5,681,070,852円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 1,764,144,873円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 7,621,994,438円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 12,026円 

g. 分配金 6,337,773円 

h. 分配金(１万口当たり) 10円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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ＤＣインデックスバランス（株式40） 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2021年11月９日から2022年11月７日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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